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河西第１分団長篠遠第２分団長花岡第３分団長

消防出初式分列行進 諏訪地区幹部講習会

下諏訪町ポンプ操法大会 土砂災害・水防訓練

女性消防隊・保育園防災教室 消防ふれあいひろば

秋山第５分団長 石川第４分団長

今井第６分団長林第７分団長宮坂音楽隊長両角女性隊長高木ラッパ隊長

下諏訪町消防団協力事業所表示制度
　下諏訪町消防団に積極的に協力している事業所等に対し、消防団協力事業所表示
証を交付に必要な事項について定め、もって地域の消防防災力の充実強化等の一層
の推進を目的としています。
　下諏訪町では現在10事業所が認定されています。

下諏訪町消防団員応援事業
　団員が町内事業所で「優遇サービス」を受けられる事業です。
　町内事業所様のご理解とご賛同により、平成26年２月からはじまりました。
　団員としての職責を自覚し地域防災の一層の強化及び地域活性化につながればと
考えています。登録申請は随時受け付けております。

■問い合わせ　　下諏訪町 消防課 庶務係　電話28－0119
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年
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し
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い

り
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が
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全
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団
員
数
が
減
少
す
る
中
、
時

代
の
波
や
流
れ
を
的
確
に
と
ら
え
、
こ
れ
か
ら
の

消
防
団
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
証
し
つ
つ
、
長
年
先

輩
方
が
培
っ
て
き
た
下
諏
訪
町
消
防
団
の
伝
統
精

神
を
受
け
継
ぎ
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
要
と

し
て
活
動
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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自
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災
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め
て
い
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め
に
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
る
機
会
が
持
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
。


